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仕事は、暮らしを支え、生きがいや喜びをもたらすものですが、同時に、家事・育児、

近隣との付き合いなども暮らしに欠かすことができないものであり、その充実により、

人生の生きがい、喜びは倍増します。 

しかしながら、現実の社会には、安定した仕事に就けず、経済的に自立することがで

きない、仕事に追われ、心身の疲労から健康を害しかねない、仕事と子育てや老親の介

護との両立に悩むなど、仕事と生活の間で様々な問題を抱える人が多く見られます。 

このような状況を踏まえ、官民を挙げて仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン

ス）の実現に向けて様々な取組みが進められています。 

 

そこで、次の問いに答えなさい。 

 

 

問１ なぜ今、わが国でワーク・ライフ・バランスが注目されているのか、その背

景について説明しなさい。 

 

問２ ワーク・ライフ・バランスの実現に向け、企業、行政及び個人が果たすべき

役割について、あなたの考えを述べなさい。 


